





























ど )・複数観測点処理 (イベント成立処理など )・
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　役員の報酬等および職員の給与の水準をホームページ上で公表しました。
詳細は右記URLをご参照ください。http://www.bosai.go.jp/jpn/kokai/johokokai/johoteikyo/18kyuyo.pdf　　
入しました。
　従来の地震情報は発表前に必ず人間のチェッ
クが入っていたので、「震源計算」では純粋な信
号処理と数学のみを考慮すればよく、結果の妥
当性はその後の人間による判断に委ねていまし
た。しかし、緊急地震速報では完全に自動で震
源決定から情報の発表までが行なわれるため、
従来は人手で行なっていた妥当性のチェックを
システムに行なわせる必要があります。した
がって地震学に基づいた知見を知識ベースとし
てシステムに導入して、決定した震源の妥当性
を判断させることにしました。これがウソツキ
チェックです。具体的には
●地震が発生する場所がおおむね決まっている
ことを利用したチェック
●発破等の自然地震でない可能性の警告
●通常みられる地震の性質 ( 大きな地震は揺れ
の範囲が大きい・大きな地震ほど揺れの長周
期成分が強くなる、など ) が成立しているか
どうかのチェック
などがあります。
　例えば図2では緯度・経度1度ごとに地震を
検知した観測点の割合をプロットしてあります。
これは震央から離れるほど揺れが小さくなって
検知率が低くなること、また、大きな地震ほど
広い範囲で検知されることを確かめるためのも
のです。
おわりに
　高度即時的地震情報伝達網実用化プロジェク
トで開発を行なった地震情報解析システムは、
これからの緊急地震速報をより良いものにして
いくためのテストベッドとしてさまざまな知見
を集積し、新たな試みもたくさん行ないました。
これらの情報が有用なものとして緊急地震速報
に取り入れられるものと期待しています。
図2 ウソツキチェックの例
日本の緯度・経度1度ごとに地震を検知した観測点の割合をプロットしてある。通常この割合は
震源から遠くなるにしたがって小さくなり、また、大きな地震ほど広範囲にわたる。
